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令和６年度 第３回 千葉県医療審議会医療対策部会 議事概要 

 

１ 日 時 令和７年３月２５日（火）午後５時から午後６時まで 

 

２ 開催方法 オンライン開催 

 

３ 出 席 者 

 （委員：総数２１名中１４名出席、順不同） 

  入江部会員、金江部会員、松本部会員、吉田部会員、亀田部会員、 

  小髙部会員、澤井部会員、青墳部会員、増渕部会員、海保部会員、 

  古川部会員、山口部会員、菊池部会員、吉野部会員 

 （県職員：４名出席） 

  健 康 福 祉 部  鈴木 貴士 保健医療担当部長 

          出浦 和彦 次長（兼）健康危機対策監 

   医 療 整 備 課 菊地 美香 課長 

井上  崇 副参事（兼）医師確保・地域医療推進室長 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）保健医療担当部長挨拶 

（３）議事 

  ・ 部会長の選出について 

  ・ 重点医師偏在対策支援区域について 

  ・ 医師臨床研修制度について 

  ・ 医師の時間外労働規制に係る特定労務管理対象機関の指定について 

・ 医師修学資金貸付制度について 

  ・ 医師少数区域等医師派遣促進事業について 

  ・ 勤務環境改善医師派遣等促進事業について 

（４）報告事項 

  ・ 医師修学資金貸付状況とキャリア形成支援の取組について 

（５）閉会 
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５ 議事概要 

（１）部会長の選出について 

   推薦により入江部会員が部会長に選出された。 

（２）重点医師偏在対策支援区域について 

   資料１により事務局から説明。 

 【意見・質疑応答】 

  （部会員） 

    山武長生夷隅保健医療圏と君津保健医療圏が対象区域となることは理解し

た。支援は主に診療所の承継や新規開業についてとのことだが、病院への支援

はあるのか。 

  （事務局） 

    国からは診療所の承継等に係る事業を先行して実施する方針が示されてい

るが、当該区域で勤める医師への手当面や勤務・生活環境改善の支援、区域内

医療機関への医師派遣を実施している派遣元病院への支援等を令和８年度の

実施に向けて国にて検討をしているとのことで、今後、病院への支援があるも

のと見込まれる。 

  （部会員） 

    承知した。 

（３）医師臨床研修制度について 

   資料２により事務局から説明。意見・質問等なし。 

（４）医師の時間外労働規制に係る特定労務管理対象機関の指定について 

   資料３により事務局から説明。意見・質問等なし。 

（５）医師修学資金貸付制度について 

   資料４－１、４－２、４－３により事務局から説明。 

 【意見・質疑応答】 

 （部会員） 

    資料の中に「小児科医の実際の不足感はどうなのか。」とあったため、東葛南

部保健医療圏で開業している小児科医の立場から回答させていただく。小児科

医自体も不足しているが、最近は内科の専門化が進んでおり、“内科・小児科”

と標榜している一次診療所が減っていると感じる。すなわち、小児科医が減っ

ているだけでなく、子供の受診先が減っている状態となっている。東葛南部は

子供の数が減っているわけではないので、受診先に困っている家庭はかなり多

いと感じている。 

    また、小児科医の高齢化についても危機感を感じている。 

    以上のことから、特に医師の少ない地域では、小児だけを診るということで
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は診療所として成り立っていかないところもあるのでは。小児を診られる医師

が増えると良いと思っている。 

  （事務局） 

    小児科医に限らず小児を診る医師を増やすことが重要かと思う。医師修学資

金貸付制度とは別の事業となるが、令和７年度から、現在小児診療をしていな

い医師に小児診療に対応いただけるよう、補助制度の創設に関して準備を進め

ている。内科等の診療にあたって、小児も診てもらえるように働きかけをして

参りたい。 

    また、小児科医の高齢化についても言及いただいたが、継続的に小児科医を

養成・確保していくために、医師修学資金貸付制度などにおいても小児科志望

者に対する手厚い支援を講ずることで、若い医師も育てていけるようにしたい。 

引き続き、取組を進めていきたいと思う。 

  （部会員） 

    承知した。 

（６）医師少数区域等医師派遣促進事業について 

   資料５により事務局から説明。意見・質問等なし。 

（７）勤務環境改善医師派遣等促進事業について 

   資料６により事務局から説明。意見・質問等なし。 

 

６ 報告事項 

（１）医師修学資金貸付状況とキャリア形成支援の取組について 

   資料７により事務局から説明。 

 【意見・質疑応答】 

  （部会員） 

    制度離脱者３８名の理由は把握しているのか。 

  （事務局） 

    制度離脱の申出があった制度利用者については、面接などを行い、義務履行

と本人の希望が本当に両立できないのかといったところを相談対応している。

それでも離脱する制度利用者は一定数おり、医学部の退学や、県外の病院に進

みたいなどといったキャリアチェンジによりやむを得ず離脱を認めている例

がお示しした数である。 

  （部会員） 

    制度離脱した方からは、修学資金が全額返還されているのか。 

  （事務局） 

    義務履行されない場合は一括返還するという条例であるため、基本的には一
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括返還をお願いしている。 

  （部会員） 

    今、自治医科大学で訴訟になっている案件があるが、千葉県ではそういう方

はいないという認識で良いか。 

  （事務局） 

    丁寧に対応させていただいているため、そういった事案には至っていない。 

  （部会員） 

    承知した。 

 

７ 閉 会 


